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御
祭
神
数
当
神
社
に
御
鎮
祭
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す

御
祭
神
は
四
万
九
千
七
百
二
十
八
柱
で
す
。

戦 前 の 御 本 殿 　（ 西 側 面 よ り ）

　

戦
後
七
十
四
年
目
の
夏
を
迎
え
た
、
本
日
の
終
戦

記
念
日
祭
に
際
し
ま
し
て
は
、
台
風
十
号
に
よ
る
悪

天
候
に
も
拘
わ
り
も
せ
ず
、
ご
参
列
賜
り
ま
し
て
誠

に
有
難
く
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
ご
参
列
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
友
好

団
体
、
崇
敬
者
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
英
霊
の

慰
霊
顕
彰
、
神
社
護
持
運
営
に
、
格
別
の
ご
理
解
・

ご
配
慮
を
賜
り
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

只
今
、
御
神
前
に
謹
し
み
て
、
皇
室
の
弥
栄
と
、

先
の
大
戦
に
於
き
ま
し
て
、
国
の
為
尊
い
命
を
捧
げ

ら
れ
、
護
國
の
御
霊
と
な
ら
れ
ま
し
た
英
霊
に
対

し
、
報
恩
感
謝
と
御
霊
の
安
鎮
、
国
家
国
民
の
安

全
、
世
界
平
和
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

さ
て
例
年
、
終
戦
の
日
を
前
に
し
た
七
月
中
旬
頃

に
な
る
と
、
各
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
等
が
「
終
戦
の

日
」
の
特
集
番
組
の
制
作
や
、
特
集
記
事
執
筆
の

為
、遺
族
会
・
戦
友
会
へ
の
取
材
の
申
込
や
、相
談
が

あ
り
、
神
社
へ
も
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
本
年

も「
愛
媛
県
富
山
丸
戦
没
者
遺
族
会
」「
愛
媛
シ
ベ
リ

ア
を
語
る
会
」
等
へ
の
取
材
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

団
体
に
寄
っ
て
は
、
取
材
場
所
と
し
て
、
是
非
神
社

の
「
祈
念
史
料
室
み
ゆ
き
」
で
と
の
強
い
要
望
を
頂

き
、
神
社
の
史
料
室
や
神
社
拝
殿
等
で
、
か
な
り
の

長
時
間
、
取
材
の
場
所
と
し
て
ご
利
用
頂
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
問
応
答
取
材
の
他
に
も
、
史
料
室
に
展

示
の
貴
重
な
史
料
関
係
も
時
間
を
か
け
て
熱
心
に
取

材
頂
き
ま
し
た
。

　

戦
後
七
十
四
年
が
経
ち
、
高
齢
化
が
更
に
進
み
、

貴
重
な
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
人
々
が
限
ら
れ
て
き

た
昨
今
、
貴
重
な
戦
争
体
験
を
語
り
、
取
材
等
を
受

け
る
場
と
し
て
も
、
戦
争
史
実
を
伝
え
る
、
貴
重
な

展
示
史
料
を
備
え
る
、
こ
の
神
社
の
史
料
室
が
、
多

終
戦
記
念
日
祭
挨
拶

宮
　
司
　
　
額
　
田
　
照
　
彦

奉
祝

　天
皇
陛
下
御
即
位
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か
ら
始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

私
は
靖
國
神
社
の
御
朱
印
を
頂
い
た
御
朱
印
帳
を

友
達
か
ら
も
ら
っ
て
、
ま
だ
御
朱
印
は
三
箇
所
し
か

頂
い
て
い
ま
せ
ん
。
機
会
が
あ
る
ご
と
に
増
や
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
始
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
御
朱
印
帳
は
護
國
神

社
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
神
社
で
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
は
、

名
古
屋
市
の
別
小
江
神
社
で
す
。
古
く
か
ら
安
産
、

小
児
の
守
護
神
等
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、

由
緒
あ
る
神
社
だ
そ
う
で
す
が
、
月
毎
に
変
わ
る
、

御
朱
印
ガ
ー
ル
と
史
料
室
み
ゆ
き

愛
媛
縣
護
國
神
社
崇
敬
会

会
長　

愛
　
原
　
　
　
章

　

年
配
の
方
に
は
、
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
御
朱
印
帳
を
手
に
し
て
、
神
社
等
の

御
朱
印
を
集
め
る
の
が
、
女
子
の
間
で
ち
ょ
っ
と
し

た
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

勿
論
、
愛
媛
縣
護
國
神
社
で
も
御
朱
印
帳
に
神
社

の
名
前
等
を
書
き
込
み
、
御
朱
印
を
押
し
て
あ
げ
て

い
ま
す
。

　

そ
れ
で
愛
媛
県
の
神
社
等
で
、
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
誰
も
が
一
度
は
お
参
り
し

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
山
祇
神
社
で

す
。
そ
し
て
二
位
が
、
子
供
の
頃
に
よ
く
「
お
た
や

ん
飴
」
を
買
い
に
行
っ
た
椿
さ
ん
、
伊
豫
豆
比
古
命

神
社
で
す
。
三
位
は
何
故
か
焼
き
餅
を
買
っ
て
い
た

石
手
寺
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
千
年
以
上
の
昔
か
ら
鎮

座
さ
れ
て
い
る
道
後
の
伊
佐
爾
波
神
社
、
石
鎚
神
社

と
続
き
ま
す
。
六
、
七
位
を
飛
ば
し
て
、
愛
媛
縣
護

國
神
社
は
八
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
結
果
で
す

が
、
そ
こ
に
あ
る
愛
媛
縣
護
國
神
社
の
評
価
と
し

て
、
御
朱
印
帳
の
「
愛
」
の
文
字
が
大
き
く
強
調
さ

れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
良
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

愛
媛
県
で
は
、「
愛
が
あ
る
」
と
い
う
言
葉
が
よ

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
は
「
愛
」
を
強
調

し
て
大
い
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
も
御
朱
印
集
め
を
、
愛
媛
縣
護
國
神
社

少
な
り
と
も
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
、
な
お
有
難
い

こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
聞
社
の
特
集
記
事
の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、「
次
代
へ
つ
な
ぐ
」
と
の
見
出
し
の
通
り
、

生
き
た
戦
争
体
験
・
教
訓
を
、
次
の
若
い
世
代
へ
、

客
観
的
に
伝
え
て
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
の
時

代
的
に
、
よ
り
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
え

ま
す
。

　

戦
後
生
ま
れ
の
人
口
も
、
一
億
五
百
万
人
を
超

え
、
総
人
口
の
八
十
四
％
に
上
り
、
い
よ
い
よ
八
月

十
五
日
を
語
れ
る
人
が
少
な
く
な
る
中
、
こ
の
価
値

の
あ
る
「
祈
念
史
料
室
み
ゆ
き
」
は
、
御
遺
族
の
高

齢
化
、
戦
友
会
の
解
散
等
が
進
む
中
、
ま
さ
に
新
聞

社
の
、
特
集
記
事
の
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
「
次
代
へ

つ
な
ぐ
」
即
ち
、
次
世
代
に
英
霊
の
「
慰
霊
」
と

「
顕
彰
」「
ご
遺
徳
」
を
伝
承
し
て
い
く
上
で
、
重
要

な
施
設
と
し
て
、
今
後
も
運
用
、
活
用
し
て
い
き
た

く
存
じ
ま
す
。

　

本
日
ご
参
列
の
皆
様
方
を
始
め
、
友
好
団
体
、
崇

敬
者
の
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
英
霊
の
慰
霊
顕
彰

に
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
ご
参
列
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
、
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
以
上
簡

単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

　

長
時
間
に
亘
り
、
台
風
十
号
に
よ
る
悪
天
候
の

中
、
ご
参
列
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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カ
ラ
フ
ル
な
ア
ー
ト
御
朱
印
に
人
気
が
集
ま
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　

で
す
が
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
大
阪
の
住
吉
大
社

が
十
位
、
日
光
東
照
宮
が
十
一
位
、
靖
國
神
社
は
十

三
位
、
京
都
の
伏
見
稲
荷
大
社
が
十
五
位
、
な
ぜ
か

伊
勢
神
宮
内
宮
は
二
十
位
、
宮
島
の
嚴
島
神
社
が
二

十
一
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
御
朱
印
集
め
の
関
係
で
、
愛
媛
縣
護
國
神
社

に
若
い
女
性
の
方
も
来
ら
れ
る
よ
う
で
、
神
職
の
案

内
で
「
祈
念
史
料
室
み
ゆ
き
」
を
見
学
し
、
意
見
や

感
想
を
記
し
て
帰
ら
れ
る
方
た
ち
の
中
に
、
女
性
の

名
前
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
祈
念
史
料
室
に
は
、
東
京
、
神
奈
川
、
愛

知
、
石
川
、
福
井
、
京
都
、
大
阪
、
静
岡
、
福
岡
等

か
ら
見
え
た
人
も
散
見
さ
れ
ま
す
の
で
、
御
朱
印
効

果
も
計
算
に
入
れ
て
、
他
県
の
方
々
に
も
満
足
し
て

頂
け
る
「
み
ゆ
き
」
と
し
て
、
展
示
内
容
の
充
実
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
昭
和
の
戦
争
に
つ
い
て
は
、
特
に
戦
没

者
に
対
す
る
関
心
が
高
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
戦
没

者
の
遺
影
と
は
別
に
、
各
遺
族
会
よ
り
寄
贈
さ
れ
た

戦
没
者
の
顕
彰
録
名
簿
等
を
よ
り
見
や
す
く
配
置
す

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
戦
没
者
名
簿

を
作
成
さ
れ
て
い
る
支
部
は
、
忘
れ
な
い
う
ち
に
是

非
と
も
神
社
へ
納
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、

関
行
男
命
の
出
身
県
で
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
特
別
攻

撃
隊
の
隊
員
に
つ
い
て
も
関
心
が
高
い
よ
う
で
す
。

　

そ
れ
で
陸
海
軍
の
愛
媛
出
身
者
を
調
べ
、
出
来
る

だ
け
多
く
の
隊
員
の
戦
没
者
の
方
々
の
お
名
前
を
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
皆
様
方
の
手
持
ち
の
資
料
等
も
参
考
に
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
県
の
事
務
局
ま
で
届

け
て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　

愛
媛
縣
護
國
神
社
の
愛
さ
れ
る
「
祈
念
史
料
室
み

ゆ
き
」
と
し
て
、
御
朱
印
を
集
め
て
お
ら
れ
る
方
た

ち
と
の
相
乗
効
果
で
、
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

益
々
重
き
を
増
す
言
い
伝
え

愛
媛
県
遺
族
会

会
長　

関
　
谷
　
勝
　
嗣

　

新
元
号
、
令
和
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

　

元
号
が
改
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
世
の
中
が
急
に

変
わ
る
と
か
、
我
々
の
生
活
環
境
が
一
変
す
る
と
い

う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
元
号
の
も
と
、
改
め

て
気
持
ち
を
引
き
締
め
、
が
ん
ば
ろ
う
と
、
決
意
す

る
等
の
転
機
に
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
我
々
遺
族
会
会
員
も
、

　

一
、
英
霊
の
慰
霊
顕
彰
を
行
う
。
出
来
得
れ
ば
、

遺
族
会
会
員
以
外
の
方
々
の
参
加
を
促
す
。

　

一
、
新
元
号
の
も
と
、
平
和
の
尊
さ
と
戦
争
の
愚

か
さ
を
後
世
に
伝
え
る
。

こ
の
二
つ
の
務
め
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
戦
後
生
ま
れ
が
八
十
七
％
に

な
っ
た
今
日
、
生
き
残
っ
た
会
員
が
、
戦
争
の
愚
か

さ
を
し
っ
か
り
と
後
世
に
伝
え
、
残
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

戦
後
七
十
四
年
。
何
が
一
番
大
き
く
変
わ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
そ
れ
は
、
我
々
国
民
の
生
活
水
準
の
向

上
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
故
事
こ
と
わ
ざ
に
「
衣
食

足
り
て
栄
辱
を
知
る
」
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が
な

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
始
ま
り
多

く
の
人
々
が
、
マ
イ
フ
ァ
ー
ス
ト
で
自
己
中
心
的
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
戦
後
築
か
れ
た

国
際
連
合
を
中
心
に
、
世
界
が
協
調
の
精
神
で
諸
問

題
を
解
決
す
る
状
態
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
、
近
年
問
題
に
な
る
の
は
、
地
球
温
暖
化
で

す
。
こ
の
言
葉
で
は
足
り
な
い
く
ら
い
の
暑
さ
で
、

熱
射
化
と
言
っ
た
方
が
良
い
と
思
う
く
ら
い
で
す
。

自
然
破
壊
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
生
活
環
境
の
向

上
は
、
こ
れ
以
上
続
け
ば
地
球
自
体
が
破
滅
す
る
で

し
ょ
う
。
人
間
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
自
然
界
と

の
関
係
に
お
い
て
も
、
マ
イ
フ
ァ
ー
ス
ト
的
考
え
で

は
な
く
、
調
和
、
協
調
の
基
本
概
念
で
行
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
こ
れ
以
上
の

発
展
は
な
く
、
逆
に
破
滅
へ
の
道
を
た
ど
る
で
し
ょ

う
。

　

さ
ら
に
、
欧
米
を
中
心
に
政
治
体
制
を
も
揺
る
が

し
か
ね
な
い
問
題
が
起
き
て
い
ま
す
。
難
民
、
移
民

問
題
で
す
。
悪
政
に
よ
る
弾
圧
と
貧
困
か
ら
逃
れ
て

く
る
難
民
の
受
け
入
れ
の
問
題
は
、
単
に
欧
米
諸
国

の
み
の
問
題
で
は
な
く
、
陰
に
陽
に
世
界
全
体
の
問
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　『
戦
友
団
体
等
に
よ
る
慰
霊
祭
』

平
成
三
十
一
年

　

四
月
十　

九
日　

松
山
市
戦
没
者
遺
児
有
志
の
会

　

四
月
二
十
九
日　
松
山
歩
兵
第
一
二
二
連
隊
・
南
洋
第
一
支
隊

令
和
元
年

　

五
月
十　

一
日　

愛
媛
シ
ベ
リ
ア
を
語
る
会

　

五
月
二
十
二
日　

愛
媛
県
殉
職
消
防
職
団
員

　『
遺
族
会
等
に
よ
る
慰
霊
祭
』

平
成
三
十
一
年

　

四
月　

三　

日　

西
条
市
丹
原
町
中
川

　

四
月
十　

一
日　

西
条
市
徳
田

　

四
月
十　

六
日　

今
治
市
大
三
島
町

　

四
月
二　

十
日　

今
治
市
大
西
町

　

四
月
二
十
二
日　

西
条
市
周
布

　

四
月
二
十
三
日　

西
条
市
三
芳

　

四
月
二
十
三
日　

西
予
市
野
村
町
野
村

　

四
月
二
十
五
日　

今
治
市
吉
海
町

　

四
月
二
十
五
日　

松
山
市
正
岡

　

四
月
二
十
七
日　

今
治
市
朝
倉

令
和
元
年

　

五
月　

十　

日　

西
条
市
楠
河

　

五
月
二　

十
日　

西
条
市
国
安

　

六
月
二
十
六
日　

今
治
市
宮
窪
町

　

六
月
二
十
九
日　

愛
媛
県
富
山
丸

　

七
月
二
十
五
日　

西
予
市
野
村
町
渓
筋

　〔
奉
納
者
並
び
に
寄
贈
図
書
〕

一
、
Ｃ
Ｄ　

護
国
の
桜
「
千
の
約
束
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
江
市
殿
町

�

松
江
護
國
神
社 

様

一
、
明
翔
「
新
・
光
の
道
」
総
集
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
葉
市
緑
区
お
ゆ
み
野

�

松
葉
研
究
所 

様

一
、「
護
國
神
社
の
現
状
と
今
後
」（
レ
ポ
ー
ト
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市
住
之
江
区
南
加
賀
屋

�

大
阪
護
國
神
社 

様

一
、「
青
銅
の
法
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
宰
府
市
五
条

　

�

幸
福
の
科
学
太
宰
府
支
部 

様

　〈
永
代
祭
祀
料
基
金
奉
納
者
御
芳
名
〉

平
成
三
十
一
年　

四
月

一
、
三
万
円
也	

今
治
市
大
西
町
宮
脇	

阿
部　

克
己 

様

令
和
元
年　

七
月

一
、
三
万
円
也	

松
山
市
道
後
今
市	

大
西　

節
子 

様

平
成
三
十
一
年
（
四
月
）

�

春
季
慰
霊
大
祭
奉
仕
者

�

（
敬
称
略
）

愛
媛
県
遺
族
会
代
表
献
供
奉
仕
者

女

性

部

伊
予
郡
砥
部
町
高
尾
田

門　

田　

美
智
子

遺

児

伊
予
郡
砥
部
町
高
尾
田

門　

田　

哲　

也

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
も
無
関
係
で
い
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

か
つ
て
移
民
と
し
て
渡
り
、
そ
の
国
の
国
民
に

な
っ
て
い
る
人
達
も
、
今
や
次
の
世
代
に
な
り
、
そ

の
人
達
は
自
分
の
職
業
を
新
し
い
移
民
に
奪
わ
れ
る

こ
と
が
許
せ
な
い
。
併
せ
て
犯
罪
者
に
は
移
民
者
が

多
く
、
Ｉ
Ｓ
に
通
じ
る
者
も
い
る
等
々
、
対
処
す

る
に
は
大
変
難
し
い
こ
の
よ
う
な
問
題
も
、
マ
イ

フ
ァ
ー
ス
ト
的
な
感
覚
を
醸
成
し
て
い
る
の
で
す
。

　

次
に
、
Ｅ
Ｕ
諸
国
内
に
お
い
て
は
、
財
政
赤
字
が

規
定
額
を
超
え
る
と
緊
縮
予
算
を
要
求
さ
れ
、
時
の

政
府
は
当
然
、
予
算
削
減
や
増
税
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
選
挙
に
な
れ
ば
、
大
衆
は
反

増
税
や
甘
い
言
葉
の
候
補
者
に
投
票
し
、
そ
こ
に
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆
迎
合
主
義
）
が
発
生
し
、
政
局

が
不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
う
。
大
衆
に
迎
合
し
当
選

し
た
者
も
、
い
ざ
政
権
を
担
う
段
に
な
る
と
甘
い
政

策
運
営
は
で
き
な
く
な
り
、
政
局
は
益
々
混
迷
を
極

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
米
中
間
の
貿
易
摩
擦
、
米
国
の
マ
イ

フ
ァ
ー
ス
ト
主
義
に
よ
る
他
国
間
と
の
非
協
調
性
、

難
民
、
移
民
問
題
で
の
欧
米
の
混
乱
等
、
今
や
世
界

情
勢
は
混
迷
を
極
め
て
い
ま
す
。
大
変
心
配
で
す
。

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
協
調
、
調
和
の
精
神
が
必
要

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

結
び
に
、
遺
族
会
の
皆
様
の
心
安
ら
か
な
日
々
と

護
國
神
社
の
隆
盛
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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献
茶
菓
奉
仕
者
（
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
松
山
支
部
）

小
立
宗
代
社
中

松
山
市
太
山
寺
町

上　

田　

宗　

美

小
立
宗
代
社
中

松
山
市
安
城
寺
町

川　

越　

日
南
子

献
花
奉
仕
者
（
愛
媛
県
華
道
会
）

聽

春

流

松
山
市
二
番
町

灘　

岡　
　
　

愛

聽

春

流

松
山
市
二
番
町

西　

川　

成　

美

敬
神
婦
人
会
代
表
献
供
奉
仕
者
（
愛
媛
縣
護
國
神
社
敬
神
婦
人
会
）

西
条
市
遺
族
会

西
条
市
国
安

柴　

田　

百
合
子

西
条
市
遺
族
会

西
条
市
河
原
津

松　

木　

歳　

子

幣
殿
献
花
奉
仕
者
（
華
道
家
元
池
坊
松
山
支
部
）

松
山
市
三
町

神　

原　

淳　

子

松
山
市
客

喜　

多　

恵
美
子

献
吟
奉
仕
者
（
清
吟
堂
吟
友
会
）

九
日　

霊
璽
奉
安
祭

《
献
吟
奉
仕
者
》

清
吟
堂
吟
友
会

紙　

野　

麗　

月

清
吟
堂
吟
友
会

佐　

伯　

麗　

媛

清
吟
堂
吟
友
会

二　

神　

鶯　

風

《
尺
八
献
奏
者
》

清
吟
堂
吟
友
会

元　

岡　

清　

專

十
日　

春
季
慰
霊
大
祭

《
献
吟
奉
仕
者
》

清
吟
堂
吟
友
会

笠　

崎　

麗　

華

清
吟
堂
吟
友
会

山　

本　

清　

晨

清
吟
堂
吟
友
会

永　

井　

清　

長

《
尺
八
献
奏
者
》

清
吟
堂
吟
友
会

岩　

見　

忍
蒼
山

献
謡
奉
仕
者
（
愛
媛
縣
護
國
神
社
献
謡
会
）

九
日　

霊
璽
奉
安
祭

「
献
謡
」�

村
井
安
夫
会
長
以
下
有
志
一
同

ム
ラ
サ
キ
匂
う
愛
媛
万
葉
苑

愛
媛
万
葉
苑
保
存
会

常
任
理
事　

藤
　
原
　
　
　
茂

　

平
成
八
年
開
苑
三
十
周
年
を
迎
え
、
苑
の
整
備
運

営
の
改
善
充
実
を
図
る
た
め
、「
万
葉
苑
整
備
委
員

会
」
が
で
き
た
。
当
時
全
国
に
は
七
十
三
か
所
の
万

葉
植
物
園
が
あ
っ
た
が
、
委
員
会
の
有
志
で
関
西
の

大
阪
八
尾
市
の
「
第
一
・
第
二
万
葉
苑
」、
奈
良
の

「
国
営
飛
鳥
歴
史
公
園
」、「
橿
原
万
葉
の
森
」、「
春

日
大
社
神
苑
万
葉
植
物
園
」、
兵
庫
の
稲
見
町
「
い

な
み
野
万
葉
の
森
」
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
特
色
が
あ
り
大
変
参
考
に
な
っ
た
記
憶

が
あ
る
。
そ
の
時
お
土
産
に
愛
媛
万
葉
苑
で
育
成
し

た
ム
ラ
サ
キ
の
苗
を
持
参
し
た
。
ご
承
知
の
よ
う
に

ム
ラ
サ
キ
は
繁
殖
が
結
構
難
し
い
植
物
で
あ
る
。

　

最
初
に
訪
問
し
た
八
尾
市
の
「
第
一
万
葉
苑
」
で

は
園
に
な
い
植
物
で
珍
し
い
と
大
喜
び
さ
れ
た
。
育

成
し
た
久
保
さ
ん
（
県
果
樹
試
験
場
Ｏ
Ｂ
）
は
余
り

に
も
喜
ば
れ
る
の
で
持
参
し
て
い
た
も
の
を
全
部
差

し
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
訪
ね
た
総
て
の
園

で
ム
ラ
サ
キ
が
話
題
に
な
り
、
結
局
は
帰
っ
て
か
ら

育
成
中
の
ム
ラ
サ
キ
の
苗
を
各
園
に
送
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
今
は
ま
た
絶
え
て
し
ま
っ
た
よ
う

だ
。

　

ム
ラ
サ
キ
は
多
年
草
で
高
さ
五
〇
セ
ン
チ
く
ら

万
葉
苑
だ
よ
り

い
。
も
と
は
全
国
各
地
の
日
当
た
り
の
良
い
土
地
の

草
原
に
生
え
て
い
た
も
の
で
、
夏
に
は
白
い
小
さ
な

花
を
つ
け
る
。
紫
根
は
古
来
重
要
な
染
料
（
紫
根

染
）
と
し
て
栽
培
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
根
を
乾
燥
さ

せ
て
皮
膚
病
、
解
熱
、
解
毒
、
火
傷
な
ど
薬
用
に
も

使
わ
れ
て
き
た
。
萬
葉
集
に
は
十
七
首
に
詠
ま
れ
て

お
り
、
古
く
か
ら
暮
ら
し
に
馴
染
の
深
い
植
物
で

あ
っ
た
。

　

中
で
も
有
名
な
歌
が
巻
一
の
二
〇
、「
あ
か
ね
さ

す
紫
野
行
き
標
野
行
き　

野
守
は
見
ず
や
君
が
袖
振

る
…
額
田
王
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
天
智
天
皇
が
天
皇

二
年
癸
亥
年
（
六
六
三
）
五
月
五
日
、
皇
太
子
（
大

皇
弟
大
海
人
皇
子
、
後
の
天
武
天
皇
）・
諸
王
・
内

親
・
群
臣
を
従
え
て
近
江
の
蒲
生
野
（
標
野
・
薬
草

園
）
に
薬
猟
さ
れ
た
時
、
額
田
王
が
皇
太
子
大
海
人

皇
子
に
贈
っ
た
歌
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
応
え
て
皇
太
子
が
返
し
た
歌
が
巻
一
の
二
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こ
の
よ
う
に
「
む
ら
さ
き
」
に
ま
つ
わ
る
名
歌
は

多
い
。
京
洛
の
紫
野
は
わ
が
青
春
の
思
い
出
の
地
で

も
あ
る
。
だ
が
花
は
純
白
可
憐
で
気
品
は
あ
る
が
、

真
に
小
さ
く
多
く
の
人
は
見
て
が
っ
か
り
さ
れ
る
。

　

わ
が
家
で
も
採
種
し
、
何
と
か
発
芽
に
こ
ぎ
つ
け

育
て
て
い
る
と
、
花
を
期
待
し
て
い
る
家
内
な
ど
に

は
全
く
人
気
な
く
、
い
つ
か
抜
か
れ
て
し
ま
い
か
ね

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
要
す
る
に
ム
ラ
サ
キ
は
染
料

と
し
て
、
し
か
も
紫
色
は
貴
族
の
色
と
し
て
重
宝
さ

れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
古
代
「
衣
服
令
」
が
あ
っ

て
、
位
階
を
冠
や
衣
服
の
色
で
差
違
を
つ
け
る
制
度

で
、
飛
鳥
時
代
か
ら
度
々
変
遷
し
て
き
た
。
大
宝
律

令
年
の
七
色
十
三
階
制
の
事
例
な
ど
で
は
、
紫
色
が

常
に
最
高
の
位
階
を
表
し
て
い
る
。

〇
「
紫
草
の
に
ほ
え
る
妹
を
憎
く
あ
ら
ば　

人
妻
ゆ

え
に
あ
れ
恋
ひ
め
や
も
…
大
海
人
皇
子
」
で
あ
る
。

　

標
野
で
あ
る
薬
草
園
を
歩
き
な
が
ら
、
皇
太
子
で

あ
る
大
海
人
皇
子
が
額
田
王
に
対
し
て
袖
を
振
り
あ

い
づ
す
る
の
を
見
て
、
額
田
王
は
野
守
に
見
ら
れ
る

の
で
は
と
案
じ
て
い
る
が
、
大
海
人
皇
子
は
「
紫

の
色
の
美
し
く
匂
う
よ
う
に
美
し
い
妹
（
お
ま
え
）

が
、
若
し
も
憎
い
の
な
ら
、
も
は
や
他
人
の
妻
で
あ

る
お
前
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
恋
す
る
筈
は
な
い
で
は

な
い
か
。
こ
ん
な
危
な
い
こ
と
を
す
る
の
も
お
前
が

可
愛
い
か
ら
で
あ
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
額
田
王
は
天
智
天
皇
に
愛
さ
れ
た
万
葉
集
第

一
の
女
流
歌
人
で
、「
に
ぎ
た
つ
の
碑
」
歌
を
詠
ま

れ
た
わ
が
万
葉
苑
に
も
縁
の
深
い
歌
人
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
額
田
王
は
曾
て
天
智
天
皇
の
弟
で
あ

る
大
海
人
皇
子
（
後
の
天
武
天
皇
）
の
妻
と
し
て
、

十
市
皇
女
（
後
の
弘
文
天
皇
の
后
と
な
る
）
を
産
ん

で
い
た
仲
で
あ
っ
た
。
世
に
い
う
壬
申
の
乱
の
一
端

と
も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
額
田
王
は
再
び
近
江
朝
に

仕
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
の
世
の
命
運
と
愛
憎
は

ま
こ
と
に
複
雑
微
妙
で
あ
る
。

　

こ
ん
な
歌
も
あ
る
。「
託
馬
野
に
生
ふ
る
紫
草
衣

に
染
め　

い
ま
だ
着
ず
し
て
色
に
出
で
に
け
り
…
笠

郎
女
」
歌
は
「
託
馬
野
に
生
え
て
い
る
紫
草
の
根
か

ら
採
っ
た
染
料
で
衣
服
を
染
め
付
け
、
そ
れ
を
い
ま

だ
着
な
い
内
に
、
派
手
な
紫
色
が
人
目
に
立
っ
て
し

ま
っ
た
」
と
い
う
意
味
だ
が
、
こ
れ
は
笠
郎
女
が
大

伴
家
持
に
贈
っ
た
歌
で
「
私
は
貴
方
を
慕
い
、
そ
の

想
い
が
遂
げ
ら
れ
な
い
内
に
早
く
も
そ
れ
が
世
間
の

評
判
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
紫
の
染
料
は
ム
ラ
サ
キ
の
根
か

ら
採
取
（
紫
根
染
）
す
る
た
め
に
各
地
で
栽
培
さ
れ

て
き
た
。
鎌
倉
時
代
の
岩
手
紫
根
、
徳
川
時
代
の
江

戸
紫
根
が
と
く
に
名
高
い
。
他
で
は
奥
羽
、
甲
州
、

総
州
、
播
磨
な
ど
が
有
名
で
あ
っ
た
。
栽
培
は
江
戸

時
代
が
最
盛
期
で
明
治
に
入
る
と
衰
退
し
、
花
輪
市

の
「
鹿
角
の
紫
根
染
」
森
岡
の
「
南
部
染
」
な
ど
僅

か
に
残
っ
て
い
た
。
し
か
し
明
治
維
新
以
降
に
な
っ

て
海
外
か
ら
染
料
の
「
ア
リ
ニ
ン
」
が
輸
入
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
急
速
に
栽
培
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
今

は
野
生
の
も
の
も
少
な
く
、
僅
か
に
愛
好
家
の
間
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

栽
培
で
は
繁
殖
が
難
し
い
が
、
幸
い
愛
媛
万
葉
苑

で
は
久
保
さ
ん
の
お
蔭
で
、
技
術
を
受
け
継
ぎ
年
々

繁
茂
し
て
お
り
、
全
国
の
万
葉
植
物
園
で
も
珍
し
い

事
例
と
な
っ
て
い
る
。

ム ラ サ キ の 苗
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正
　
式
　
参
　
拝

☆
平
成
三
十
一
年
四
月
三
日

　
　

松
山
市
遺
族
会
監
査

　
　

会
長　

乗
松　

悟
様

�

計
五
名

☆
平
成
三
十
一
年
四
月
十
五
日

　
　

松
山
市
遺
族
会
女
性
部
総
会

　
　

部
長　

清
家
征
子
様

�

計
四
十
名

☆
令
和
元
年
五
月
二
十
七
日

　
　

愛
媛
県
遺
族
会
女
性
部
長
会
・

　
　

青
年
部
代
表
者

　
　

会
長　

関
谷
勝
嗣
様

�

計
十
九
名

☆
令
和
元
年
五
月
三
十
日

　
　

愛
媛
県
遺
族
会
理
事
会

　
　

会
長　

関
谷
勝
嗣
様

�

計
二
十
二
名

☆
令
和
元
年
六
月
四
日

　
　

松
山
市
遺
族
会
役
員
会

　
　

会
長　

乗
松　

悟
様

�

計
四
十
五
名

☆
令
和
元
年
六
月
十
一
日

　
　

兵
庫
県
神
社
庁
姫
路
支
部

　
　

神
社
総
代
会

　
　

姫
路
支
部
長

　
　
　
　
　

髙
島
俊
紀
様

　
　

姫
路
地
区
総
代
会
長

　
　
　
　
　

富
田　

宏
様

�

計
五
十
名

☆
令
和
元
年
六
月
二
十
七
日

　
　

愛
媛
県
遺
族
会
評
議
員
会

　
　

会
長　

関
谷
勝
嗣
様

�

計
三
十
名

☆
令
和
元
年
七
月
一
日

　
　
英
霊
に
こ
た
え
る
会
愛
媛
県
本
部
総
会

　
　

会
長　

佐
伯　

要
様

�
計
三
十
名

☆
令
和
元
年
八
月
八
日

　
　

愛
媛
県
瓦
工
事
業
組
合

　
　

理
事
長　

菊
池
陽
一
郎
様

�

計
二
十
名

☆
令
和
元
年
八
月
十
一
日

　
　
三
宅
浩
正
後
援
会
事
務
所
清
掃
奉
仕

　
　

愛
媛
県
議
会
議
員
三
宅
浩
正
様

　
　

代
理　

三
宅
美
香
様

�

計
二
十
名

☆
令
和
元
年
九
月
十
日

　
　
後
継
者
・
慰
霊
巡
拝
参
加
者
・
女
性
部

　
　

英
霊
研
修
会

　
　

愛
媛
県
遺
族
会

　
　

会
長　

関
谷
勝
嗣
様

�

計
二
百
名

☆
令
和
元
年
九
月
二
十
一
日

　
　

和
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

　
　

奉
納
揮
毫

　
　

書
道
家　

林　

龍
峯
様

�

計
五
十
名
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愛媛縣護國神社英霊顕彰会

入会と継続のご案内
平成 26 年 11 月の設立以来、ご理解ご協力を賜り感謝申し上
げます。
今後も英霊のご遺徳を顕彰し後世に伝えてゆくために、愛媛
縣護國神社英霊顕彰会へのご入会と継続のご協力をお願い申
し上げます。

英 霊 顕 彰 会 会 員 の 特 典
各 特 典 正 会 員 賛助会員 特別会員 備　　考

会費（年額） 3,000円以上 10,000円以上 100,000円以上

会 員 対 象 個　　人 個人・団体 個人・団体

神 札 御　　守 紙　　札 木　　札（小） 年１回発送

社 報 年２回発送 年２回発送 年２回発送

春秋大祭案内 × × ○ 一般来賓案内

顕 彰 石 彫 × × ○

お申し込み・お問い合わせは、社務所まで。

御
祈
祷（
お
祓
い
）の

�

御
案
内

　
当
社
で
は
各
種
祈
願
を
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。

　
時
間
等
は
社
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

初

宮

詣

七

五

三

詣

厄

除

け

交

通

安

全

家

内

安

全

合

格

祈

願

社

運

隆

昌

新
年
特
別
祈
祷

そ

の

他


